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　　  　光照射 に よ り，磁化 は 減少 す る
。

　　  … 5 ％試料 で ・ 輜 砌 駘 緩 和は・ 蹴
一 ・

le

蔀 1
翊

、
e
醜

で 表わ せ ， τ

1
−

　　　0．16 〜 0．5sec ， τ

2
− O．65 〜 L7sec で あ り，温度の 低下 と共 に 長 くな る。また 4 〈

　　　 O ， A2＞ 0 で あ る。

　　  … 5 ％ ・ ・ ⊥ 」・の H寺囃 和 は・ AM
．
　
＝ A

、
　e
−tfT

・
で 表わ せ

， ・
、

・ τ
1 ，
　 A

、
く ・ で あ

　　 　 る。

　　  　0．3 ％， efJi で は ，   の τ
2

が見 られ な い
．

　ス ピ ン は ， 励 起光に よ っ て E （2E ）準位 に励起 され， 万 の 発 光の 寿命は ， 8msec （4．2K ）
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ス ピ ン 間相互作用 が弱 い の で 長い 緩和 τ
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現 われ な い 。 0．3 ％ で は ス ピン間相互 作用 が 強 くな っ て ， τ
，
が τ

、
に近 づ くと考 え られ る。以

上 の よ うな 考察に よ っ て 実験結果 を consistent に 解釈で き ， こ の ような結果は，　 SQUID

に よ り初め て 得 られ た 。

14． bcc 金属 （100 ）表面 の 再構成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 沢　 田　　 稔

　 bcc 金 属 特 に W （タ ン グ ス テ ン ）や Mo （モ リブデ ン ）で は，表面付近に あ る原子 が ， 結

晶内部に あ る原子 と は異 な っ た配列 を示 す 。 即 ち ，再構成 を引 き起 こ す こ とが ， 低速電子 線回

折な ど の 実験 を通 して観測 され て い る 。

　こ の よ うな状態 を， 表面原子 間の 力定数 の 変化 と し て と らえ ， こ の 力 定数 をパ ラ メ
ー

タ
ー

と

して 変化 させ た と きに，表 面に 局在 した フ ォ ノ ン の ソ フ ト化 が， ど の モ ー ドで 起 こ る の か に つ

い て ， W （100）表面 を題材に し て ， （100 ）面を 9〜21 層重 ねた ス ラブ を使 っ て ，　 Fasolino
，

Santoro
，　 Tosatti が ， か な り大 がか りな計算 を し て い る が， こ こ で は，表面第 3層 まで の

原子 だけ が実際 に変位す る と老 え ， 第 4 層以下 の 原子 は ，結晶 内部に あ っ た と き と同 じ位 置に

あ る もの と：考 える ．
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　 こ の よ うに簡単化 した 方法に もか か わ らず ， 前者の 結果 が再現で き る こ とをまず確 か めた 。

　方法が簡単で あ る の で ， 第 1 に W （100）表面 に つ い て ， Fasolino
，
　 Santoro

，
　 Tosatti よ

り も， もっ と詳 し い 考察 を行な っ た 。

　非整合相 に つ い て は ， 彼等 とや や異 な る結果 を得た 。 次 に Mo （100）表面 で 観 測 され て い る

非整合相が現 われ る条件 に つ い て の 詳 し い 検 討を行な っ た 。

15． 熱力 学的解析に ょ る Mg 　2Ge 　04

　　　高圧 相転移境界 の 決定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 塩　田　浩　平

　 Mg2Ge 　04 の オ リビ ン ω型
一

ス ピネル （r）型高圧相 転移 は ， 地球 内部 の マ ン トル 遷移層 の

構造 を解明す る上 で ，大きな興味が持た れ て い る
。 本研究で は ， こ の α 一 r 相平衡 関係 を， 高

圧 実験 とは独立 に ，熱力学的に 解明す る こ と を目的 と し て い る 。

勳 鞘 な相平黼 係 は・ α ・ ・ 醐 ・・舳 エ ネ ル ギー
差 瑠 一

躍
一Tri　sg ＋瑠ゆ ・

＝ 0 か ら導か れ る
。 tiffl．　 A　sl は 両相 の 比熱か ら求め られ る が，一

般に高圧 合成に よ っ て 得

られ る試料 の 量 は わ ずか で あ り，通常 の 比 熱測定は 困難 で あ る 。本研究で は，内熱型 DSC を

用 い て ， 20 〜 30mg の 試料 で 比熱 を測定 す る こ とに成功 した 。 測定 は ， 140K 〜 700K に わ た

・ て お ・請 度 は ・ ・糶 度 ・評 価 さ楓 ・た魂 ・蜘 躙 ・て ・ ， ・ ， ・ 両相 ・ 購

張，圧 縮率 を測 定 し ， そ れ らの 寄与 をも考慮に入 れ た。こ の よ うな解析か ら求め た 相境界は ，

高圧 実験か ら求め た もの と よ く似 た 傾向 を示 す が，細部に 関 して は若干 の 不一致 が見られ た Lt

　 こ の 原因 の 1 つ と して ，高温 に お い て r 相の 陽 イ オ ン 分布が若干乱 れ （partial　disorder），

配置 の エ ン トロ ピーが生 じ て い る可能性が考え られ た 。そ こ で ， r 相 の 処理 を高温 高圧 下 で 行

な い
， そ の 1．R ．ス ペ ク トル 及 び単結品 の X 線構造解析 を行な ワ た 。その 結果，わずか な diso −

rder の 可能性は 残 され て い るが ， 高圧 実験 と熱力学的解析の 間に 残 る不
一一

致 を説 明するに は

十分 で は な い と結論 され た 。

　今後 　こ の 点に 関 して ， 高圧実験 に お い て十 分平衡 に達 し て い たか どうか と い う問題や ， 高

圧 下 で の 試料温 度，高温 下 で の 圧力検定 の 問題等 も， よ り詳 し く吟昧 す る必 要 が あ る と考 え ら

れ る 。
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